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～戦争・環境破壊・貧困からの解放の手引き～

ある歴史学者のことばに『20世紀を特徴づけているのは戦争と革命である』とある。

また『21世紀のひとびとは、環境破壊から地球を護り、飢餓と貧困を克服し、平和を維

持するために協力しあわなければならない』と指摘した哲学者もいる。

しかし残念なことに21世紀もまたテロと戦争で幕を開けた。そして今、戦争をやめさ

せることや地球温暖化にストップをかけることに世界の各地でさまざまな努力がつづけら

れているにもかかわらず、国家のエゴと国家間の不信、とりわけ経済力と軍事力に優位に

立つ先進低Iとその逆の位置にある発展途上国やいちぢるし<ハンディを抱えた国々との間

に越え難いギャップがあるように見える。

ひるがえってわが国は、19世紀末の日清戦争を皮切りに20世紀冒頭の日露戦争から

45年の敗戦まで、戦争につぐ戦争の歳月を送って来た。戦争は侵略された国々の人民に

塗炭の苦しみを与え、その国土を荒廃させたばかりか、侵略した側の人民の生命と|刊土に

甚大な被害を生じさせた。その日本国がともかく64年の長きにわたって平和を躯歌でき

たのは、憲法九条のおかげである。その憲法が危機にさらされているとしたら、そしてそ

うした動きに気づいたとしたら、良心あるものは立ち上がらずにはいられないだろう。

日本は原子爆弾という大量破壊兵器の洗礼を受けた唯一の国、非核三原則を国是とする

国、戦争放棄と戦力不保持を憲法に明記した国でありながら、長年にわたる保守政権のも

とでつづけてきた『解釈改憲』『なし崩し改憲』をかなぐり捨てて、『普通の国』『主権

国家として当然』などの言い回しで『戦争のできる国』『核兵器を含む戦備を整える国』

として再出発しようとしている。

再生すべきは軍隊ではなくて平和憲法、維持すべきは軍備ではなくて憲法九条である。

世界に向かってアピールするのは平和と環境である。意法ﾉ1条は21世紀モデルとして世

界の国々に誇るに値する国民の財産である。このことをより多くの人々に知らせ、広める

ために、このたび地域に根差した『湘南大庭九条の会』が発足することになり、有志の手

で着々準備がすすめられている。頼もしいかぎりである。 （井之川平等記）
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